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研究目的 

近年、ミュージアムでは展示や教育活動にデジタルメディアを利用する機会が拡大してい

る。これからの学芸員にはメディア活用能力が求められる。 

本プロジェクトでは、デジタルメディアを使いこなすことのできる“デジタルキュレータ”

を育成するための教育プログラムを開発する。 

研究成果 

 国立西洋美術館、国立科学博物館、国立民族学博物館等国内２０館、National Gallery、

Metropolitan Museum 等米国８館合計２８のミュージアムを調査し、ミュージアムにおけ

るメディア活用や人材育成に関する状況を調査した。 

博物館・美術館におけるメディア活用に関し、フィールド調査を実施し、その成果を「博

物館情報・メディア論」として出版した。 

学芸員・研究者のメディアリテラシー育成のため、タブレット PC による映像制作ワークシ

ョップ・プログラムを開発し実践活動を行った。その成果を日本教育工学会において発表

した。 

展覧会「明治時代に礼法はいかにして伝えられたか―出版メディアを中心に―」の企画と

開催を通じ展覧会開催手法の研究を行った。学術研究成果の一般化手法の研究を行い、そ

の成果として「江戸の恋文」の出版、映画「武士の献立」の料理考証を行った。 
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